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1974年4月に首里中学校生徒の増加に伴い、城

北中が誕生した。最初は3年生がプレハブ校舎、
1，2年生はその校舎ができるまで首里中学校で
授業。

7月14日、首里中学校体育館で分離式が行われ
代表の生徒があいさつの中で｢別れは挑戦であ

る！｣と言ったとのこと（10周年記念誌 座談会
で初代神村校長より）

2021年、新たな情報が！！！
なんと3期生の與儀睦美さん（現61歳）より、

正しくは、｢さよならは首里中への挑戦である！｣

と情報が入りました。
当時の先生、奥平一さんがその頃の記録を持って

いらっしゃるらしい！

学校便り
校長 仲盛康治

『心一つに』
『誰かの笑顔のために』
『明日が待ち遠しい学舎』

向上無限
生徒一人ひとりの可能性は∞無限大
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2022年の夢現坂

今年も半年が過ぎました。この詩は、3月の卒業式、4月の入学式のテーマ詩。本校の坂道｢夢現坂｣を
モチーフに一人一人のスタートラインをイメージ。 今年一番の感動をありがとう！

1974年の坂道（現夢現坂）

「ブラタモリ」タモリさんがブラブラ歩きながらその街の歴史や暮らし出来事やいろ
いろな所に残された痕跡から、その地域の魅力や歴史・文化などを再発見する番組。

｢ブラナカモリ｣は、城北中の謎を解き明かせ！のもと校長の仲盛が城北中の生徒や教職員、保護者や卒業生、
地域関係者の協力を得て創立50周年を迎える本校の歴史やエピソードを探っていくプロジェクト！

ブラナカモリ


